
本
書
は
、
日
本
仏
教
史
研
究
の
気
鋭
の
新
進
と
し
て
学
界
の
注
目
を
浴
び
て

き
た
今
堀
太
逸
氏
の
著
作
で
あ
り
、
歴
史
書
出
版
の
老
舗
吉
川
弘
文
館
の
企
画

に
成
る
「
中
世
史
研
究
選
書
」
の
一
冊
で
あ
る
。

著
者
の
意
図
は
、
本
書
「
ま
え
が
き
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
中
世
村
落

に
お
い
て
神
祇
信
仰
と
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
形
で
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
教
化
さ
れ
る
側
か
ら
、
中
世
の
人
び
と
の
「
信
仰
」

を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
」
（
三
頁
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
著
者
が
分
析
の
基
点
を
「
教
化
さ
れ
る

側
」
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
、
こ
れ
と
反
対
に
、
「
教
化
す

る
側
」
に
視
点
を
限
局
す
る
な
ら
ば
、
神
祇
信
仰
と
仏
教
と
の
結
び
つ
き
は
、

初
め
か
ら
視
野
の
外
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、
論
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
教
化
者
を
主
体
と
す
る
場
合
の
仏
教
史
が
、
単
調
な
教
理
展
開
史
に

終
始
す
る
ほ
か
は
な
い
の
に
対
し
、
被
教
化
者
の
側
に
視
点
を
据
え
る
と
き
、

本
書
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
な
神
仏
交
渉
を
軸
と
す
る
ダ
イ
ナ
、
、
、
ツ
ク
な
仏
教
史
が

－

書
評

今
堀
太
逸
著
『
神
祇
信
仰
の
展
開
と
仏
教
』

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
内
容
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
本
書
の
目
次
を
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
但
し
、
細
目
は
省
略
し
た
。

第
一
部
専
修
念
仏
と
神
祇

は
じ
め
に

第
一
談
義
本
に
み
ら
れ
る
神
祇
信
仰

一
庶
民
と
念
仏

二
専
修
念
仏
と
権
社
神

三
専
修
念
仏
と
実
社
神

四
在
所
の
礼
儀
と
追
善
供
養

第
二
神
社
の
信
仰
に
つ
い
て

一
『
神
道
集
」
に
み
ら
れ
る
神
祇
信
仰

二
山
王
信
仰
に
つ
い
て

三
『
悲
華
経
』
と
釈
迦
信
仰

ま
と
め

（
吉
川
弘
文
館
・
平
成
二
年
）

広
神

一
一
ハ
ー
ー

清



第
二
部
神
祇
信
仰
の
展
開

第
一
神
社
と
悪
人
往
生

一
「
諏
訪
縁
起
」
に
つ
い
て

二
「
諏
訪
縁
起
」
と
衆
生
擁
護

三
諏
訪
信
仰
と
『
法
華
経
』

四
「
諏
訪
縁
起
」
と
親
へ
の
孝
養

五
「
諏
訪
縁
起
」
と
殺
生
祭
神

第
二
「
大
明
神
」
号
の
成
立
と
展
開

一
名
神
・
明
神
・
大
明
神

二
往
生
伝
と
「
大
明
神
」

三
「
本
体
観
世
音
…
示
現
大
明
神
」
の
成
立

四
「
我
滅
度
後
…
現
大
明
神
」
の
成
立

お
わ
り
に

第
三
部
法
然
の
絵
巻
と
遊
女

は
じ
め
に

第
一
「
伝
法
絵
」
の
展
開
と
遊
女

一
初
期
「
伝
法
絵
」
と
遊
女

二
高
田
本
「
伝
法
絵
」
と
遊
女

第
二
『
琳
阿
本
』
『
古
徳
伝
』
「
九
巻
伝
』
と
遊
女

一
『
琳
阿
本
』
の
成
立

二
「
古
徳
伝
』
と
遊
女

三
『
九
巻
伝
』
と
遊
女

ま
と
め

ま
ず
第
一
部
で
は
、
専
修
念
仏
と
神
祇
信
仰
と
の
関
係
が
考
察
の
主
題
と
な

る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
本
書
全
体
の
基
調
を
成
す
主
題
で
あ
る
と
も
受
け
取
れ

よ
う
。前

半
（
第
一
）
で
は
、
庶
民
の
唱
導
教
化
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

と
し
て
の
談
義
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
親
鴬
門
流
で
重
用
さ
れ
た
談
義
本
の

特
色
は
、
庶
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
信
心
の
中
心
に
あ
る
神
祇
と
仏
菩
薩
と

の
係
わ
り
合
い
を
平
易
に
説
き
明
か
す
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
談
義
本
の
代

表
と
し
て
、
存
覚
の
数
あ
る
談
義
本
の
中
か
ら
、
「
諸
神
本
懐
集
』
が
検
討
の

対
象
と
さ
れ
る
。
「
諸
神
本
懐
集
』
で
存
覚
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
「
神
明
ノ
マ
コ

ト
ノ
御
．
、
ロ
ハ
垂
迩
ヲ
ア
ガ
メ
ラ
レ
ン
ト
｜
ス
ァ
ラ
ズ
。
衆
生
ヲ
シ
テ
仏
道

ニ
イ
レ
シ
メ
ン
ト
オ
ポ
シ
メ
ス
ガ
ュ
ヘ
ナ
リ
。
本
地
ノ
仏
菩
薩
ハ
コ
ト
ノ
、
ク

弥
陀
一
仏
ノ
智
慧
ナ
レ
ベ
、
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
称
ス
ル
ニ
、
十
方
三
世
ノ
諸
仏
ヲ

ノ
ヅ
カ
ラ
念
ゼ
ラ
レ
タ
マ
フ
。
諸
仏
菩
薩
、
念
ゼ
ラ
ル
、
イ
ハ
レ
ァ
レ
ペ
、
ソ

ノ
垂
迩
ダ
ル
諸
神
ミ
ナ
、
マ
タ
信
ゼ
ラ
ル
、
コ
ト
、
ソ
ノ
理
必
然
ナ
リ
」
と
い

う
一
節
に
集
約
さ
れ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
日
本
の
神
祇
の
本

来
の
願
望
は
、
垂
迩
神
と
し
て
の
自
身
が
衆
生
の
崇
拝
の
対
象
と
な
る
こ
と
で

は
な
く
て
、
本
地
た
る
仏
菩
薩
な
か
ん
ず
く
弥
陀
一
仏
へ
向
け
て
衆
生
の
信
心

が
収
敵
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。
要
す
る
に
、
諸
神
の
本
懐
は
衆
生
が
専

修
念
仏
に
帰
入
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
の
が
存
覚
の
説
示
の
主
意
で
あ
っ

た
。

た
だ
し
、
日
本
の
神
々
の
す
べ
て
が
諸
仏
菩
薩
の
垂
迩
と
し
て
の
権
社
神
で

あ
る
の
で
は
な
く
、
生
霊
・
死
霊
・
悪
鬼
等
が
実
身
を
現
わ
し
て
崇
る
の
を
鎮

｜
’
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め
る
た
め
に
人
び
と
か
ら
神
と
崇
め
ら
れ
る
実
社
神
も
あ
る
、
と
い
う
の
が
『
諸

神
本
懐
集
』
の
神
祇
観
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
存
覚
の
神
祇
観
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
特
に
実
社
神
の
性
格
規

定
に
注
目
す
る
。
実
社
神
は
、
村
落
社
会
に
固
有
の
神
と
し
て
、
村
人
た
ち
の

古
来
の
し
き
た
り
に
従
う
祭
祀
習
俗
の
中
で
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
こ

の
実
社
神
に
関
し
て
諸
種
の
談
義
本
が
記
述
す
る
と
こ
ろ
を
比
較
し
た
上
で
、

著
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
神
本
地
之
事
』

で
は
、
「
実
社
神
と
は
在
地
の
神
す
べ
て
」
を
意
味
し
、
『
諸
神
本
懐
集
』
で
は
、

「
生
霊
・
死
霊
の
類
と
先
祖
を
神
と
祭
る
こ
と
の
二
つ
」
に
実
社
神
は
分
け
て

考
え
ら
れ
、
『
熊
野
教
化
集
』
で
は
、
「
ア
ル
ヒ
ハ
ヒ
ト
ニ
コ
ロ
サ
レ
、
ア
ル
ヒ

ハ
ヒ
ト
ニ
ウ
ラ
ミ
ヲ
ナ
シ
テ
、
タ
タ
リ
ヲ
ナ
ス
」
「
ア
ラ
ヒ
ト
カ
ミ
」
が
実
社

神
と
見
な
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
《
実
社
神
と
は
何
か
》
と
い
う
概
念

の
微
妙
な
変
遷
の
流
れ
を
、
複
数
の
談
義
本
の
記
述
に
沿
っ
て
辿
っ
た
末
に
、

著
者
は
、
「
し
だ
い
に
実
社
神
の
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き

る
」
（
五
二
頁
）
と
い
う
。
こ
の
「
確
認
」
は
同
時
に
著
者
の
「
発
見
」
で
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
実
社
神
の
範
囲
が
狭
窄
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
裏
返
し
て

言
え
ば
、
権
社
神
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ

ま
で
実
社
神
と
見
な
さ
れ
た
神
祇
が
、
権
社
神
の
領
域
の
内
部
へ
組
み
込
ま
れ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
権
社
神
に
よ
る
実
社
神
の
蚕
食

と
も
い
え
よ
う
し
、
ま
た
、
実
社
神
信
心
の
縄
張
り
が
権
社
神
の
信
仰
領
域
の

中
に
徐
々
に
包
摂
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

そ
の
実
例
と
し
て
肉
食
を
挙
げ
る
著
者
は
、
肉
食
の
可
否
を
め
ぐ
る
談
義
本

の
記
述
を
紹
介
し
つ
つ
、
一
方
で
、
存
覚
が
仏
前
に
「
山
禽
・
野
獣
ノ
ヶ
カ
ラ

ハ
シ
キ
肉
味
」
を
供
え
る
輩
を
「
仏
法
破
滅
ノ
ト
モ
カ
ラ
」
「
放
逸
邪
見
ノ
タ

第
一
部
後
半
（
第
二
）
で
は
、
安
居
院
が
唱
導
の
必
要
か
ら
諸
社
の
縁
起
由

来
護
を
編
集
し
て
成
っ
た
「
神
道
集
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
『
神
道
集
」
に

お
い
て
も
、
神
は
二
種
に
分
け
て
考
え
ら
れ
、
仏
菩
薩
の
垂
迩
と
し
て
の
神
と
、

そ
う
で
は
な
い
在
俗
の
神
と
の
区
別
が
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
「
実
者
ハ
皆

蛇
鬼
等
ナ
リ
、
権
者
ノ
神
〈
往
古
／
如
来
、
深
位
大
士
。
教
化
六
道
ノ
約
束
ニ
テ
、

利
益
衆
生
ノ
為
和
光
垂
迩
硅
フ
、
（
中
略
）
但
亦
実
者
神
ナ
Ｉ
云
↑
モ
、
神

顕
玉
ヘ
リ
利
益
非
岸
無
二
、
後
生
利
益
ノ
契
リ
ノ
為
二
礼
ヲ
作
者
、
不
し
可
レ
有
二
其

失
一
。
（
中
略
）
凡
愚
権
実
ヲ
〈
難
し
弁
、
只
神
二
随
テ
敬
礼
ス
、
何
レ
ノ
失
ヵ
有
ラ
ン
、

呪
ャ
設
上
始
ダ
ル
実
者
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
終
二
〈
権
者
春
属
卜
成
」
と
説
明
さ
れ
る
。
実

社
（
実
者
）
神
と
権
社
（
権
者
）
神
と
を
ひ
と
ま
ず
区
別
す
る
が
、
世
間
の
凡

ク
ヒ
」
と
非
難
す
る
が
、
他
方
で
、
信
瑞
の
『
広
疑
瑞
決
集
』
に
「
当
世
田
舎

の
法
と
し
て
、
父
母
等
の
一
周
忌
第
三
年
等
の
追
善
に
、
（
中
略
）
仏
事
を
修

す
る
時
、
親
疎
の
俗
客
等
多
く
来
臨
す
る
に
、
彼
等
を
も
て
な
さ
ん
が
為
に
、

（
中
略
）
猟
漁
し
て
多
の
生
類
を
殺
し
て
、
堆
つ
ゑ
置
て
、
酒
宴
遊
楽
を
な
す
」

と
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
は
談
義
本
で
は
な
い
け
れ
ど
、
安
居
院
の
『
神
道
集
』

に
「
父
母
孝
養
ヲ
思
食
故
、
御
廟
へ
〈
一
月
一
度
宛
、
必
ス
山
海
珍
物
国
士
ノ
菓

子
ヲ
調
へ
集
テ
、
奉
二
御
祭
一
給
コ
ソ
難
唯
有
」
と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
、
一
方

は
否
定
的
に
、
他
方
は
肯
定
的
（
事
実
叙
述
的
）
に
、
念
仏
集
会
の
当
日
（
祖

師
の
命
日
な
い
し
先
祖
供
養
の
日
）
に
行
な
わ
れ
る
共
同
飲
食
に
肉
食
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
仏
教
の
原
則
に
照
ら
せ
ば

禁
忌
で
あ
る
肉
食
も
、
村
落
の
庶
民
が
彼
等
の
祖
霊
と
共
に
す
る
古
来
の
慣
行

と
し
て
の
共
同
飲
食
の
中
で
は
容
認
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

三
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愚
に
と
っ
て
こ
の
弁
別
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
実
社
神
を
権
社
神
の
春
属
と
見

立
て
て
神
に
随
っ
て
敬
礼
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
「
神
道
集
』
の
観
点
は
、
『
諸

神
本
懐
集
』
の
神
祇
観
と
は
隔
り
が
大
き
い
。
後
者
に
は
あ
っ
た
神
祇
に
お
け

る
権
・
実
の
区
別
が
、
前
者
で
は
消
失
し
て
、
「
日
本
一
州
二
〈
一
万
三
千
七
百

余
社
、
皆
是
大
権
ノ
垂
迩
ニ
ソ
、
悉
ク
和
光
ノ
利
生
也
、
現
世
ノ
為
後
生
ノ
為
、
垂

迩
ヲ
仰
テ
本
地
ヲ
愚
ム
ヘ
シ
」
と
説
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
神
社
の

す
べ
て
が
現
当
二
世
に
わ
た
っ
て
人
び
と
を
守
護
す
る
仏
菩
薩
の
垂
迩
神
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
様
に
、
神
国
で
あ
る
日
本
の
国
々
里
々
の
神
社
に
鎮
座
す
る
「
神

々
皆
是
本
地
〈
、
往
古
ノ
如
来
法
身
、
大
士
也
」
（
「
法
身
ノ
大
士
」
と
す
る
『
続

群
書
類
従
」
八
第
二
輯
下
Ｖ
の
読
み
方
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
、
評
者
は
こ
れ

に
従
え
な
い
。
な
お
念
の
た
め
、
「
大
士
」
は
菩
薩
の
訳
語
で
あ
り
、
「
如
来
法

身
、
大
士
」
は
「
仏
菩
薩
」
と
言
う
に
同
じ
・
）
と
述
べ
る
の
は
、
「
耀
天
記
』

「
山
王
事
」
で
あ
る
。
「
山
王
事
」
は
、
比
叡
山
に
鎮
座
す
る
日
吉
山
王
権
現

の
由
来
を
説
く
山
王
神
道
の
初
期
の
文
章
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
神

祇
観
の
特
色
は
、
①
山
王
神
（
大
宮
権
現
）
は
釈
迦
如
来
の
垂
迩
で
あ
る
が
故

に
、
「
山
王
〈
日
本
無
隻
ノ
霊
社
。
天
下
第
一
ノ
名
神
。
諸
神
ノ
中
ニ
ハ
根
本
。

万
社
ノ
間
一
天
起
因
」
で
あ
る
こ
と
、
②
こ
の
山
王
神
へ
の
参
詣
が
往
生
浄
士

の
確
か
な
因
と
な
る
こ
と
、
こ
の
二
点
に
要
約
で
き
よ
う
。
特
に
②
は
、
先
に

見
た
談
義
本
の
神
祇
観
を
反
転
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

五
濁
悪
世
の
衆
生
の
救
済
は
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
よ
り
も
釈
迦
に
よ
る
べ
き

だ
と
す
る
立
場
、
す
な
わ
ち
釈
迦
信
心
に
よ
る
浄
土
往
生
の
勧
め
に
根
拠
を
与

四

え
る
の
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
『
悲
華
経
』
で
あ
る
。
「
悲
華
経
』
の
経
文
と
し

て
し
ば
し
ば
談
義
本
や
『
神
道
集
』
そ
の
他
が
引
く
の
は
、
「
我
滅
度
後
、
於

末
法
中
、
現
大
明
神
、
広
度
衆
生
」
と
い
う
釈
迦
の
「
実
語
」
で
あ
る
が
、
貞

慶
も
ま
た
こ
の
『
悲
華
経
』
に
立
脚
し
て
濁
世
の
衆
生
の
救
済
を
願
っ
て
い
た
。

貞
慶
は
、
『
弥
勒
講
式
』
で
、
釈
迦
が
末
法
の
衆
生
の
救
済
を
弥
勒
菩
薩
に

付
嘱
し
た
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
『
心
要
抄
』
で
は
、
弥
勒
が
末
世
の
衆
生
の

救
済
を
釈
迦
よ
り
付
嘱
さ
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
春
日
権
現
験
記
』

は
、
貞
慶
が
、
釈
迦
と
弥
勒
と
は
同
体
で
あ
り
、
釈
迦
の
名
号
を
念
じ
て
臨
終

に
は
弥
勒
の
浄
土
た
る
兜
率
天
の
内
院
へ
の
往
生
を
勧
め
た
（
第
一
六
巻
）
と

記
す
。著

者
は
、
貞
慶
の
め
ざ
す
の
が
阿
弥
陀
浄
士
で
な
く
弥
勒
浄
土
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
釈
迦
円
寂
の
後
の
時
代
、
す
な
わ
ち
「
末
世
の
釈
迦
信
仰
を
よ
り

徹
底
さ
せ
た
も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
に
釈
迦
信
仰
を
奉
じ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
旧
仏
教
の
側
に
属

す
る
仏
教
者
た
ち
で
あ
り
、
貞
慶
の
他
に
は
明
恵
が
際
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
。

貞
慶
と
明
恵
の
神
祇
観
に
つ
い
て
、
本
書
が
論
及
し
な
い
部
分
を
、
評
者
と
し

て
以
下
に
若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。

①
貞
慶
の
神
祇
観

貞
慶
に
と
っ
て
春
日
明
神
は
、
彼
の
出
自
が
藤
原
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

彼
の
氏
神
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
彼
は
弥
勒
菩
薩
の
居
所
兜
率
天

の
内
院
へ
の
上
生
を
欣
求
し
な
が
ら
も
、
そ
の
達
成
が
行
・
願
と
も
に
未
熟
な

自
分
と
し
て
は
遠
大
に
過
ぎ
て
困
難
で
あ
る
と
思
え
た
の
で
、
「
願
先
於
二
人

間
之
近
処
一
・
且
奉
二
権
化
之
大
聖
一
・
其
躰
不
し
可
二
遠
求
一
・
志
在
二
子
春
日

大
神
一
美
」
（
『
別
願
講
式
』
）
と
い
っ
て
、
上
生
の
導
師
を
氏
神
春
日
明
神
に

一
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頼
む
の
で
あ
る
。
「
濁
悪
之
今
」
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
「
下
凡
之
身
」
と
し
て

の
自
覚
に
立
つ
貞
慶
は
、
愚
願
を
納
受
し
て
く
れ
る
「
人
間
之
近
処
」
に
あ
る

権
化
す
な
わ
ち
春
日
明
神
に
、
弥
勒
浄
土
へ
の
上
生
（
往
生
）
の
成
就
の
た
め

の
加
護
と
冥
助
を
侍
む
他
は
な
か
っ
た
。

貞
慶
は
ま
た
、
専
修
念
仏
の
宗
義
の
糺
改
を
求
め
る
『
興
福
寺
奏
状
』
の
起

草
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
に
述
べ
ら
れ
た
神
祇
観
は
、
実
類
神

と
権
化
神
（
垂
迩
神
）
と
を
峻
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
存
覚
の
『
諸
神
本
懐
集
』

の
神
祇
観
と
共
通
で
あ
る
。

②
明
恵
の
神
祇
観

明
恵
の
伝
記
の
一
つ
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
は
、
明
恵
の
母
方
の
伯
父

湯
浅
宗
光
の
妻
室
に
春
日
大
明
神
が
降
臨
し
て
託
宣
を
告
げ
、
明
恵
の
西
天
雲

遊
の
志
つ
ま
り
イ
ン
ド
の
仏
跡
巡
拝
の
計
画
を
制
止
し
た
（
巻
中
）
と
記
す
。

「
五
濁
悪
世
之
教
主
、
釈
迦
如
来
垂
迩
」
た
る
春
日
大
明
神
の
く
だ
し
た
託
宣

は
、
「
我
深
思
二
念
汝
一
、
如
三
知
識
慰
二
善
財
一
、
是
故
、
顕
二
現
我
真
相
一
、

降
二
臨
此
室
内
一
、
（
中
略
）
諸
神
皆
雛
レ
作
二
守
護
一
我
井
住
吉
大
明
神
殊
不
一
一

相
離
一
也
、
唯
願
莫
レ
去
二
我
国
一
添
遠
行
固
為
し
制
此
事
故
以
来
臨
也
云
蛍
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』
に
は
、
「
我
〈
殊
二

御
房
ノ
腹
ノ
ウ
チ
ョ
リ
守
り
タ
テ
マ
イ
ラ
セ
テ
候
ヘ
バ
、
コ
ノ
翁
〈
御
房
ニ
ヲ

イ
テ
養
育
ノ
父
ナ
リ
、
糸
惜
ク
思
上
奉
ル
コ
ト
切
ナ
リ
」
と
の
春
日
明
神
の
託

宣
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
恵
の
母
が
藤
原
氏
の
血
統
に
つ
な
が
る
湯
浅

氏
の
妻
室
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で

も
春
日
明
神
は
明
恵
に
向
か
っ
て
氏
神
と
し
て
託
宣
を
く
だ
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。そ

れ
で
は
な
ぜ
氏
神
た
る
春
日
明
神
は
氏
子
た
る
明
恵
の
渡
天
竺
の
企
図
を

第
二
部
は
、
「
神
祇
信
仰
の
展
開
」
と
い
う
表
題
の
も
と
に
、
前
半
（
第
一
）

で
は
、
「
諏
訪
縁
起
」
を
主
た
る
材
料
と
し
て
、
殺
生
を
職
業
と
す
る
人
び
と

（
悪
人
）
の
往
生
に
関
す
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
後
半
（
第
二
）
で
は
、
「
大

明
神
」
号
の
成
立
に
係
わ
る
問
題
が
諸
種
の
「
往
生
伝
」
や
『
悲
華
経
』
と
の

関
連
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。

「
諏
訪
縁
起
」
に
は
諸
本
が
あ
っ
て
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
、
両
系
統
諸

本
に
共
通
す
る
の
は
、
主
人
公
甲
賀
三
郎
が
「
あ
ら
入
神
」
で
あ
り
、
そ
の
本

地
を
普
賢
菩
薩
と
す
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
縁
起
を
聴
聞
し
物
語
る

制
止
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
春
日
権
現
験
記
』
に
「
こ
の
国
に
お
は
し
ま
せ

ば
。
諸
人
善
縁
を
む
す
び
た
て
ま
つ
る
べ
き
事
を
悦
お
も
へ
ぱ
。
と
を
き
御
修

行
を
い
た
承
申
な
り
」
（
第
一
七
巻
）
と
あ
っ
て
、
明
恵
が
も
し
渡
天
竺
の
企

て
を
実
行
に
移
す
な
ら
ば
、
国
内
の
諸
人
と
の
善
縁
を
取
り
結
ぶ
こ
と
が
不
可

能
に
な
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
残
念
に
思
う
の
だ
と
い
う
。
『
明
恵
上
人
神
現

伝
記
』
に
も
、
明
恵
の
如
き
「
智
恵
第
一
ニ
シ
テ
世
間
ニ
ナ
ラ
ビ
ナ
（
キ
）
」

僧
は
こ
れ
を
「
人
間
一
一
置
キ
奉
リ
テ
、
人
間
ノ
導
師
ト
セ
ム
ト
思
う
」
の
で
あ

り
、
「
タ
。
、
コ
ノ
日
本
国
二
置
キ
奉
リ
テ
、
此
国
ノ
導
師
ト
（
シ
テ
）
」
留
め
置

き
、
「
イ
ク
ラ
モ
マ
チ
マ
ウ
ヶ
テ
候
」
と
こ
ろ
の
「
御
房
有
縁
ノ
衆
生
」
に
対

し
て
「
仏
道
修
行
ノ
コ
ト
ハ
リ
」
を
教
訓
し
て
ほ
し
い
の
だ
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。
要
す
る
に
春
日
明
神
の
託
宣
の
真
意
は
、
明
恵
と
の
結
縁
の
便
宜
を
希
望

す
る
村
落
社
会
の
衆
生
の
共
通
の
救
済
願
望
を
総
括
・
集
約
し
て
代
弁
す
る
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
以
上
①
②
は
拙
稿
「
鎌
倉
仏
教

と
神
祇
」
八
『
大
島
康
正
教
授
退
官
記
念
論
集
』
一
九
八
二
年
刊
Ｖ
に
依
る
）
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こ
と
の
功
徳
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
郎
の
使
命
は
、
仏
菩
薩
の
和

光
同
塵
と
同
様
で
あ
っ
て
、
「
か
う
か
の
三
郎
よ
り
か
た
は
、
一
さ
い
し
ゆ
し

や
う
を
、
我
か
ち
や
う
と
へ
、
み
ち
ひ
か
ん
と
、
ち
か
ひ
た
ま
ふ
」
（
天
正
本
）

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
承
け
て
、
著
者
は
、
仏
法
に
見
捨
て
ら
れ
た
人
び
と
の

往
生
を
説
く
専
修
念
仏
の
教
説
を
参
考
と
し
て
、
殺
生
を
職
業
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
人
び
と
を
対
象
と
し
た
衆
生
擁
護
の
鎮
守
神
信
仰
す
な
わ
ち
諏
訪
信
仰
が

成
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
大
明
神
」
の
神
号
が
一
般
化
す
る
の
は
い
つ
の
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
「
悲

華
経
』
の
経
文
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
「
我
滅
度
後
於
末
法
中
現

大
明
神
広
度
衆
生
」
の
中
の
一
句
「
於
末
法
中
」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
れ
は
わ
が
国
が
末
法
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
永
承
七
年
（
一
○
五
二
）
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
像
法
の
時
代
に
は
、
神
は
「
生

身
の
仏
」
で
あ
る
と
の
神
観
念
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
の

神
に
結
縁
し
て
も
仏
菩
薩
の
利
益
を
蒙
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
末
法
の
時
代

に
入
っ
て
初
め
て
、
神
社
の
祭
神
が
本
地
仏
の
垂
迩
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
神

社
は
仏
法
享
受
の
場
所
と
な
っ
て
活
性
化
し
た
、
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
大

明
神
」
は
「
明
神
」
の
単
な
る
尊
称
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
明
神
」
は
「
大
明

神
」
の
略
称
で
あ
る
と
い
う
の
が
著
者
の
解
釈
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
念
仏
・
題
目
・
太
子
信
仰
を
勧
め
る
場
合
、
し
ば
し

ば
前
掲
の
「
悲
華
経
』
の
経
文
が
引
用
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
と
仏
と
の
本

迩
関
係
が
説
明
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
代
の
村
落
に
鎮
守
神
信
仰
が
定
着
し
て

い
た
証
拠
で
あ
る
、
と
著
者
は
述
べ
る
。

第
三
部
で
は
、
法
然
伝
の
遊
女
教
化
讃
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
初

期
「
伝
法
絵
」
に
属
す
る
『
善
導
寺
本
』
『
国
華
本
』
と
、
そ
の
影
響
下
に
制

作
さ
れ
た
「
高
田
本
』
『
弘
願
本
』
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
諸
本
を
踏
ま
え
て
成

立
し
た
『
琳
阿
本
』
『
古
徳
伝
』
『
九
巻
伝
』
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
る
法
然
の

遊
女
教
化
讃
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
遊
女
が
念
仏
教
化
の
対
象
と

し
て
法
然
伝
の
中
に
特
別
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
「
九
巻
伝
罠
行

状
絵
図
』
と
い
う
法
然
滅
後
一
○
○
年
を
経
過
し
た
時
点
で
制
作
さ
れ
た
伝
記

に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
さ
ら
に
著
者
は
、
こ
の
こ
と
は
、

社
会
か
ら
蔑
視
さ
れ
、
自
ら
を
も
卑
賎
視
し
て
い
る
遊
女
と
い
う
特
別
な
女
性

の
仏
法
に
よ
る
救
済
を
、
専
修
念
仏
教
団
が
本
格
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
遊
女
が
念
仏
往
生
を
と
げ
る
た
め
の
条
件
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、

「
法
然
（
聖
人
）
へ
の
結
縁
」
で
あ
っ
て
、
「
経
典
・
仏
・
菩
薩
に
結
縁
す
る

の
で
は
な
く
、
仏
・
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
人
師
（
権
者
）
へ
結
縁
す
る
と
い
う

こ
と
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
は
、
こ
の
こ
と
を
、
本
書
第
三
部
の
末
尾
に

注
記
の
形
で
特
筆
し
、
さ
ら
に
、
「
人
師
を
祖
師
に
限
定
し
、
そ
の
人
格
と
縁

を
結
ぶ
こ
と
を
信
心
の
第
一
義
と
し
た
の
が
鎌
倉
新
宗
派
の
特
色
の
一
つ
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
る
。
本
書
巻
末
に
置
か
れ
た
著
者
の
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
第

一
部
冒
頭
に
引
用
さ
れ
た
『
歎
異
抄
』
第
二
章
の
「
た
■
念
仏
し
て
弥
陀
に
た

す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
信
ず
る
ほ
か

に
、
別
の
子
細
な
き
な
り
」
と
の
、
人
師
法
然
へ
一
筋
に
向
か
う
親
鴬
の
帰
依

の
表
白
と
、
正
確
に
呼
応
し
合
っ
て
い
る
。

一
ハ

一
六
七



本
書
執
筆
の
著
者
の
意
図
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
既
に
評
者
も
引
用
し
た

本
書
「
ま
え
が
き
」
に
あ
る
通
り
、
「
教
化
さ
れ
る
側
か
ら
、
中
世
の
人
び
と

の
「
信
仰
」
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
遺
存
す
る

資
（
史
）
料
の
う
ち
で
、
こ
の
時
代
の
「
教
化
さ
れ
る
側
」
の
人
び
と
の
信
仰

の
実
態
を
直
接
的
に
知
り
得
る
も
の
を
捜
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
著
者
自
身
の
知
悉
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
日
の
研
究
者
の
採
用
し
得
る
一
つ
の
方
法
は
、
「
教

化
さ
れ
る
側
」
の
人
び
と
を
対
象
に
「
教
化
す
る
側
」
が
工
夫
・
案
出
し
た
教

化
の
方
法
、
教
化
の
論
理
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

（
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
現
存
の
民
俗
慣
行
・
祭
祀
習
俗
に
含
ま
れ
る
信
仰
生

活
を
手
が
か
り
と
す
る
原
型
復
元
の
試
承
で
あ
る
。
）
著
者
が
本
書
に
お
い
て

採
用
し
た
方
法
は
前
者
で
あ
る
。
中
世
村
落
の
庶
民
の
信
仰
（
信
心
）
生
活
の

基
底
を
な
し
た
神
祇
崇
拝
、
お
よ
び
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
神
祇
観
を
対
象
と
し

て
、
「
教
化
す
る
側
」
が
こ
れ
に
即
応
す
る
過
程
に
お
い
て
、
教
化
・
被
教
化

双
方
の
相
互
彦
透
の
関
係
の
中
か
ら
醸
成
さ
れ
て
く
る
信
仰
生
活
の
新
た
な
様

相
を
、
著
者
は
日
本
仏
教
史
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
上
に
鮮
明
に
映
し
出
し
て
見
せ

た
の
で
あ
る
。

（
一
九
九
二
・
八
・
一
）

（
筑
波
大
学
教
授
）

七

一
六
八


